
『邇摩高フェア２０２２』を開催します 

 

邇摩高フェア２０２２を１１月１９日（土）に開催します。開催時間は１０：００～１３：００です。

今年度は３年ぶりの通常開催を予定しています。コロナ感染症対策として、受付を３カ所に分散し、入

場時の検温、手指消毒、マスクの着用をお願いし、入場の際に配布するリストバンドを着用していただ

きます。また、上履き、マイバッグの持参のご協力をお願いしています。地域の多くの方に来ていただ

けたら喜びます。 

邇摩高フェアは生徒が社長を務めるファイブスターカンパニーという組織が運営する本校の伝統イ

ベントです。各系列（５系列）及び出雲養護学校邇摩分教室の企画や、ファッションショー、石見神楽

部上演、邇摩分教室の太鼓演奏などのステージ企画、出店企業によるミニフードコートなどお子さんか

らご年配の方まで楽しんでいただけるように計画いたしました。 

本番に向け、６月にファイブスターカンパニーの決起集会を開き、社長の井戸天馬さんから社員（全

校生徒）へのあいさつや全体テーマを発表し、全校生徒での取り組みがスタートしました。その後各系

列では、イベントの企画の立案、準備を進め、プレ販売会を実施したり、文化祭でファッションショー

を実施したりしました。また１年生は、もてなしの精神で地域の方々を迎えられるように外部講師によ

る「おもてなし講座」を実施しました。生徒１人１人が自らの役割を担い、ファイブスターカンパニー

の一員としての自覚を持ちお互い協力し合い、そして来場してくださった地域の方々に喜んでいただけ

る邇摩高フェアにしたいと思っています。 

全体テーマ 「五星一天 ～仁摩に煌めけ五つの星～」 
（社長説明）“星河一天”をファイブスターが連想できるように“五星”に変えた造語が“五星一天”で

す。元になった星河一天には、1 つ 1

つの小さな星が空いっぱいに数え切

れないほど川のように輝くという意味

があり、星河を五星に変えることで 5

系列の生徒 1 人 1 人が輝き、邇摩高

校という大きな集団として仁摩地域に

大きく美しい光を放つシンボルになり

たいという思いを込めました。 

 

邇摩高フェアでフォトフレームを

販売します。この神楽のデザインは、

２年の石見神楽部の佐々木和仁さん

が江津署の交通安全ポスター用に制

作したもので、今回江津工業高校の生

徒とのコラボ商品として制作されま

した。販売した売り上げは江津市交通

安全協会に寄付します。 


